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代表理事あいさつ
平素より、当会メンバー、サポーター、スポンサー企業、連携団体のみなさまに
おかれましては、この 1年間、当会の発展と、LNTの認知拡大に向け、ご支援、
ご協力いただき、心より感謝いたします。2021 年に設立しました当会は、今年
で 2年目を無事に終えることが来ました。この間、メンバーの人数は 400名を
超え、そのうちの 61団体が団体メンバーとしてご登録いただくなど、LNTへ
の関心やニーズに確実な手応えを感じています。

6月には、東京産業貿易センター（浅草）で行われました、第１回目となるカン
ファレンスにおいて、当会の設立を後押ししてくれた、LNT副代表のスージー・
アルカイティスさんをお招きし、正式な国際ブランチの調印式を行うことができ
ました。これにより、日本は、カナダ、ニュージーランド、アイルランドに続く、
世界第四番目の国際ブランチとなりました。いずれも野外指導が、産業として確
立している国々に混ざり、少し背伸びをしてしまったようにも感じますが、日本
が国際ブランチの一員になることで、国内の野外指導のプロフェッショナリズム
を促進し、アジアの LNTの発展のお役に立てればと思います。

また、3月には、LNT教育ディレクターのJDタナーさんを主任講師として招聘し、
マスターエデュケーターインストラクターコースを、国立夜須高原青少年自然の
家の協力のもと開催することができました。このコースは、当会が独自に、マス
ターエデュケーターコースのプロバイダーになるためのコースで、独立した国際
ブランチの一員として欠くことのできないステップです。全国各地から、これま
で私や LNTを支えてくれた野外の仲間が 12名集い、LNTの発展や、野外指導
のプロフェッショナリズムに向け、改めて心を一つにすることができました。

また、2022 年の大きな流れとしては、アドベンチャー・ツーリズム（AT）ガ
イドへの LNTの導入を欠くことはできません。近年、新たな旅行のスタイルと
して、主にインバウンドをターゲットに、アクティビティ参加型の自然旅行を提
供するATガイドの育成が全国各地で行われています。現在日本各位で独自に育
成が行われているところですが、LNTが当たり前になっているインバウンドを
受け入れるために、LNTのカリキュラムが必ず含まれるようになりました。あ
と数年 LNTJ 設立が遅れていれば、我が国のATガイドは LNTを知らないまま、
インバウンドを受け入れていた訳ですので、不思議な導きを感じずにはいられま
せん。

2022 年の当会の調査では、我が国のハイカーの LNTの認知度は、わずが 5%
でした。日常で LNT を耳にする機会は増えたとはいえ、アメリカの 90%や、
私たちの「全てのビジターに LNTを」というゴールにはまだまだ長い道のりで
す。足元の地道な歩みと、ATにように社会が動く瞬間の追い風を確実にとらえ、
全てのビジター、公園、野外指導者、そして子供たちに、LNTをお届けできるゴー
ルに向けて歩み続けます。

岡村　泰斗
NPO法人リーブノートレイスジャパン代表理事
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FEATURING IMPACTS 2022

国際ブランチ契約調印
LNT副代表のスージー・アルカイティス氏が、6月 11−12
日に、東京産業貿易センター台東館（浅草）で開催された
第 1回 LNTJ カンファレンスのために来日し、国際ブラン
チ契約の調印式が行われました。これにより世界４番目の
国際ブランチとして LNTJ が正式に登録されました。

冒険プログラムの指導法
世界的な冒険教育の研究者である、サイモン・プリース
ト氏の名著である「Effective Leadership Adventure 
Programming 」の翻訳を、公益財団公益財団法人日本ア
ウトワード・バウンド協会、株式会社プロジェクトアドベ
ンチャージャパン、一般社団法人Wilderness Education 
Association Japan の共同事業で行いました。

マスターエデュケーターインストラクターコース
2023 年 3 月 6-10 日、福岡県国立夜須高原青少
年自然の家をベースキャンプとして、開催されま
した。日本全国からマスターエデュケーターが集
結し、これから日本に LNT トレーニングをリード
する 12名のインストラクターが誕生しました。

ATガイド養成プログラム
北海道サステイナブルガイドトレーニン
グプログラムと野外指導団体連携協定を
締結し、LNTトレーナーの養成をお行い
ました。これにより、北海道に一気に 30
人以上のLNTトレーナーが誕生しました。

June

October

Jaunuary

March
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TRAINING COURSE

コロナにより、１年間の延期を余儀なくされたマスターエデュケーターイ
ンストラクターコースが、ようやく 3 月に開催できました。それに先立
ち 12 月に行われたマスターエデュケーターコースでは、LNT の教育プ
ログラムを開発した NOLS( ナショナルアウトドアリーダーシップスクー
ル ) から、ベンジャミン・ラッシュ氏を招聘し、初めて NOLS の指導法
にふれ、改めて LNT における野外遠征の重要性を感じました。2022 年
度我が国の LNT の指導をリードするマスターエデュケーターインストラ
クターが 12 名誕生しました。今後これらの指導者が、年間数回のマスター
エデュケーターターコースを日本各地で開催していく予定です。さらなる
LNT の輪が日本中の野外指導者に広がることを期待します。

トレーナートレーナー コースコース アウェアネスアウェアネス
ワークショップワークショップ

105105 1616人人 コースコース 276276人人
++

指導者委員会委員長
寺田　達也
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HOT SPOT PROGRAM 

今年の大きな成果としては、アメリカの LNT で非常に大きな成果
を残している、ホットスポットのトライアル事業ができたことです。
ホットスポットとは、アウトドアレクリエーションによってダメー
ジを受けた土地を、LNT を導入することにより、そのダメージを回
復し、再発しないためのシステムを構築するものです。今年は、宮
城県栗原市栗駒山の紅葉時期のオーバーユース問題と、東京都青梅
市多摩川流域の BBQ ゴミ & 直火問題について、地域の行政、環境
活動家、アウトドア事業者と共に、LNT を理解し、2023 年の解決
に向け、政策提言を行いました。今後 LNT が日本の傷付いたアウト
ドアフィールドを癒し、いつまでも皆に親しまれる場所になること
を期待します。

事業委員会委員長
柴田　大吾

栗駒山の紅葉時期におけるオーバーユース問題
2022.11.8-10

紅葉時期の週末に観光客が集中するこ
とによる、渋滞、違法駐車、公共機関
の利用待ち時間、登山道の侵食、増幅

多摩川流域の BBQ ゴミ & 直火問題
2022.11.4-6

BBQ客の直火やゴミの放置による河川
環境の悪化と、騒音、煙等による地域
住民とのコンフリクト
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CORRABORATION with PARTNER 

この一年 LNTJ と共同事業を行ったスポンサー企業、大学・学術団
体、行政・地方自治体、関連団体のみなさんに心から感謝いたしま
す。2021 年にスタートした CAJ、SFJ、POW のみなさんとの環境
４団体の活動は、湘南カーニバルや、ビーチクリーン検定など具体
的なアクションへと発展しました。また、指導者委員会、事業委員
会の実績が、日本各地の地方自治体連携の検討へと広がっています。
2023 年は、これまでの連携をさらに発展させると共に、地方自治体、
観光協会の方々と、新たな連携を開始し、LNT が地域の課題解決の
お役に立てるよう努めます。 ネットワーク委員会委員長

古幡　浩史

多良間島観光動画制作
多良間村ふしゃぬ観光協会と連携し、LNT
のアクションを通じて、多良間島のビーチで
アウトドア活動を楽しむ観光紹介動画を作成
しました。

アウトドアイノベーションサミット
アウトドア産業に関わるリテイラー、プロバ
イダー、アカデミアが集う日本最大のアウト
ドアカンファレンスに、実行委員及びスピー
カーとして参画しました。

湘南カーニバル
11 月 3 日に、辻堂海浜公園において、
CAJ、SFJ、POW の環境４団体と連携
し、ゴミゼロをスローガンとしたイベ
ントを開催しました。



8

PRODUCTS to PROMOTE 

2021 年に、LNT7 原則タグや、ステッカー、ピンバッチなど、LNT
のノベルティを整え、今年は、T シャツ、キャンプ、タンブラーなどの、
アパレルやギアをみなさまにお届けできたことを大変うれしく思いま
す。私たちは、単に商品を作るだけでなく、地球にポジティブなイン
パクトを与えるマーチャンダイジングにこだわり、商品をお届けして
います。その甲斐あって、多くのメンバーの方々が、メンバーシップ
の更新時にノベルティ付きの会員ランクをご選択いただき、大変うれ
しく感じます。社会や、経済活動が SDGs に向かう中、多くの方から
LNT に関心を持っていただき、このプログラムのポテンシャルに改め
て驚かされています。これからもフェス to フェイスのお付き合いを通
じて、LNT の魅力をより多くの方に知ってもらえればと思います。

マーケティング委員会委員長
栗原　亜弥

オーガニックコットン T シャツ
世界中の綿花のわずか 1%しかない
オーガニックコットンの割合を10%
にすることを目標とし、有機農地を
拡げ、環境汚染を改善していく。

LNT ロゴ入りステンレスタンブラー
追跡可能な環境保全プロジェクト
へ売上の一部を寄付することによ
り、世界で環境や社会問題に取り
組む非営利団体を支援する。

LNT ロゴ入りペットボトルキャップ
使用済みのペットボトルを 100%使用
し制作。日々植え続けるペットボトル
を廃棄ではなく、資源ととらえ、地球
と共存するポリエステル素材を目指す。
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FAINANCIAL REPORT
2022 年度は、トレーナーコース、マスターエデュケーターコース、インストラクターコー
スなどの指導者養成の売上が順調で、会員獲得目標を達成することができました。一方で、
依然コロナ禍であったため、積極的な広報活動ができず、企業スポーンサーの獲得、物販
の売上が目標に届きませんでした。国際ブランチ初期登録費用の半額を完納し、あと 1 年
守りの経営をさせていただき、2024 年より会員の皆様へのサポートを拡充させていただ
ければと思います。

（単位：千円）
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SPECIAL THANKS
シルバーパートナー

ブロンズパートナー

寄付団体

2023.5 現在
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ORGANIZATIONS TO MAKE A DIFFERENCE

団体メンバー（2023.5 現在）
北海道ブロック
ZERODAY
Sotoasobu
ウッキーズ
株式会社エゾシカ旅行社
北海道教育大学
東北ブロック
青森
Towadako Guidehouse 櫂
宮城
アース・クエスト
くりこま高原自然学校
国立花山青少年自然の家
MORIUMIUS
自然学校キッツ森のようちえん
一般社団法人くりはらツーリズムネットワーク
株式会社インアウトバウンド仙台・松島
鳴子温泉もりたびの会
福島
合同会社歩く東北研究所
関東ブロック
茨城
株式会社 backcountry classroom（ME）
東京
ひの自然学校
snufkiins LLC.
みたけレースラフティングクラブ
一般社団法人フォースウェルネス
東京マウンテンツアーズ
ぼちぼちアドベンチャーすその
トレックリング
あすくり青梅
神奈川
一般社団法人Telacoya921
HAKONE UNITED
Explore Hakone
かながわ山岳ガイド協会
ハコネマウンテンリッパー
東海北陸ブロック
新潟
和島オートキャンプ場
長野
株式会社信州アウトドアプロジェクト
NPO法人信越トレイルクラブ
四徳温泉キャンプ場

南信州キャンプセッション
陣馬形山キャンプ場
株式会社柳沢林業
NPO法人やまぼうし自然学校
合同会社トビチカンパニー
ふるさと村自然園せいなの森キャンプ場
一滴 Paddle ＆ Mountain Guide（ME）
ウクディ
近畿ブロック
三重
一般社団法人志摩アドベンチャーコンサルタン
ツ
滋賀
滋賀文教短期大学
大阪
公益財団法人大阪YMCA
兵庫
株式会社ウエストジャパンアウトドアスクール
学び場 ethos
中国四国ブロック
広島
はつかいちキャンプ協会
山口
国立山口徳知青少年自然の家
香川
神戸YMCA余島野外活動センター
九州ブロック
福岡
株式会社センス
株式会社 FREE CAMP
Hug 平尾台プロジェクト
地球のかけらHIRAODAI
沖縄
株式会社沖縄どきどきツアーズ
キャンプ沖縄事業協同組合
国頭村環境教育センターやんばる学びの森
一般社団法人多良間村ふしゃぬふ観光協会
多良間島観光サービス
国頭村森林公園
星野リゾート西表島ホテル
やんばるエコフィールド島風（しまかじ）
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